
関
係
人
口
の
定
義 北

陸
３
県
で
大
き
く
増
加

福
島
な
ど
５
県
で
２
割
減
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同
調
査
で
は
、
各
都
道
府
県
の
出
身

者（
非
居
住
者
）と
応
援
者（
居
住
者
、

出
身
者
以
外
で
当
該
都
道
府
県
を
「
応

援
し
た
い
」
と
思
っ
て
い
る
人
）
の
両

方
を
「
関
係
人
口
」
と
定
義
し
た
。

こ
の
う
ち
応
援
者
に
つ
い
て
は
、
①

居
住
系
＝
過
去
に
居
住
、
通
勤
・
通
学

経
験
が
あ
る
、
親
族
、
知
人
が
当
該
都

道
府
県
に
い
る
②
訪
問
系
＝
過
去
に
観

光
や
ビ
ジ
ネ
ス
で
訪
問
経
験
が
あ
る
③

活
動
系
＝
ふ
る
さ
と
納
税
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
な
ど
の
経
験
が
あ
る
―
に
分
類
し

た
。こ

の
ほ
か
同
調
査
で
は
、
出
身
者
で

も
応
援
者
で
も
な
い
、
当
該
都
道
府
県

と
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
だ
け
の
人
も

算
出
。

都
道
府
県
平
均
で
は
人
口
の

半
数
近
く
が
広
義
の
関
係
人
口
と
な

り
、
「
絞
り
切
れ
な
い
と
い
う
結
果
に

な
っ
た
」
と
ブ
ラ
ン
ド
総
研
。
関
係
人

口
の
創
出
や
活
性
化
の
取
り
組
み
に
あ

た
っ
て
は
、
「
応
援
し
た
い
」
な
ど
の

能
動
的
な
強
い
意
識
や
行
動
を
伴
う
人

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
絞
り
込
む
こ
と
の
必

要
性
も
指
摘
す
る
。

ブ
ラ
ン
ド
総
合
研
究
所

（
東
京
都
港
区
、
田
中
章
雄

代
表
）
は
こ
の
ほ
ど
、
同
社

実
施
「
関
係
人
口
の
意
識
調

査
２
０
２
４
」
の
結
果
を
発

表
し
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
関

係
人
口
が
増
加
し
た
の
は


県
で
、
石
川
県
を
筆
頭
に
北

陸
の
３
県
で
大
き
く
伸
び

た
。
一
方
、
約
７
割
の

県

は
関
係
人
口
が
減
少
し
た
。

同
調
査
は

年
か
ら
毎
年

実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
今

回
で
４
回
目
。
今
年
２
月
１

～
４
日
に
全
国
の

～

歳

ま
で
の
男
女
を
対
象
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査
を
行
い
、

１
万
７
６
８
６
人
か
ら
有
効

回
答
を
得
た
。

調
査
で
は

都
道
府
県
の

そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
人
口
の
推

定
や
、
居
住
意
欲
、
訪
問
意

欲
な
ど
を
聞
い
た
。

こ
の
う
ち
関
係
人
口
が
最

も
多
か
っ
た
の
は
石
川
県

で
、
１
８
３
１
万
人
。
前
年

の

万
人
を
大
幅
に
上
回
っ

た
。
増
加
率
が
最
も
多
か
っ

た
の
も
石
川
県
で
、
前
年
比

１
８
１
５
・
４
％
増
。以
下
、

福
井
県
が

・
３
％
増
、
富

山
県
が

・
５
％
増
と
な
っ

た
。
こ
れ
に
つ
い
て
ブ
ラ
ン

ド
総
研
は
「
能
登
半
島
地
震

以
外
に
、
北
陸
新
幹
線
延
伸

に
よ
っ
て
北
陸
地
方
へ
の
ア

ク
セ
ス
が
向
上
し
、
観
光
面

な
ど
で
も
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

さ
れ
た
こ
と
が
要
因
と
思
わ

れ
る
」
と
分
析
す
る
。

一
方
、
関
係
人
口
が
減
少

し
た
都
道
府
県
の
う
ち
最
も

減
少
率
が
大
き
か
っ
た
の
は

福
島
県
で
、
前
年
比

・
４

％
減
の
１
９
７
万
人
。以
下
、

佐
賀
県
が

・
８
％
減
の


万
人
、
茨
城
県
が

・
４
％

減
の
１
０
１
万
人
で
続
い

た
。
島
根
県
、
宮
城
県
も


％
以
上
の
減
少
。
こ
れ
に
つ

い
て
ブ
ラ
ン
ド
総
研
は
、

「
多
く
の
地
方
自
治
体
が
関

係
人
口
の
創
出
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
取
り

組
み
が
関
係
人
口
の
増
加
に

は
つ
な
が
っ
て
い
な
い
可
能

性
が
あ
る
」
と
指
摘
す
る
。

こ
の
ほ
か
神
奈
川
県
、
京
都

府
、
東
京
都
、
大
阪
府
な
ど

の
大
都
市
圏
で
も
減
少
率
は

高
か
っ
た
。

関
係
人
口
の
う
ち
、
応
援

者
と
当
該
都
道
府
県
と
の
関

係
を
見
る
と
、
「
家
族
や
親

せ
き
が
い
る
」
が

・
５
％

で
最
も
多
く
、
以
下
「
観
光

で
何
度
か
訪
れ
た
」
が

・

８
％
、
「
過
去
に
１
年
以
上

住
ん
で
い
た
こ
と
が
あ
る
」

が

・
７
％
で
続
い
た
。

関
係
性
別
に
都
道
府
県
の

状
況
を
見
る
と
、
「
定
期
的

に
観
光
で
訪
れ
て
い
る
」
の

割
合
が
最
も
高
か
っ
た
の
は

長
野
県
で
、

・
４
％
。
以

下
、
奈
良
県
、
京
都
府
が
続

い
た
。

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
意
欲
に
つ
い

て
関
係
人
口
の
状
況
を
見
る

と
、
「
ぜ
ひ
住
み
た
い
」

「
で
き
れ
ば
住
み
た
い
」
と

回
答
し
た
居
住
意
欲
を
も
つ

人
は
、
出
身
者
で
は

・
５

％
、
応
援
者
で
は

・
９
％

だ
っ
た
。「
住
ん
で
も
い
い
」

は
そ
れ
ぞ
れ

・
５
％
、


・
０
％
で
、
こ
れ
を
加
え
る

と
い
ず
れ
も
約
半
数
が
居
住

に
前
向
き
だ
っ
た
。




